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労
災
保
険
と
は
、
正
式
に
は
労
働
者
災
害
補
償
保

険
と
い
い
、
業
務
上
の
災
害
や
通
勤
時
の
災
害
に
よ
っ

て
、
労
働
者
が
ケ
ガ
や
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
障
害

が
残
っ
た
り
、
あ
る
い
は
死
亡
し
た
場
合
な
ど
に
、
被

災
し
た
労
働
者
ま
た
は
そ
の
遺
族
に
対
し
て
保
険
給

付
を
行
う
制
度
で
す
。
同
時
に
、
被
災
し
た
労
働
者

の
社
会
復
帰
の
促
進
、
遺
族
の
援
護
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

労
災
保
険
の
適
用
対
象
と
な
る
労
働
者
は
、
正
社

員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
賃
金
を
支
給
さ
れ
る

人
す
べ
て
で
す
。
事
業
主
は
、
労
働
者
が
一
人
だ
と
し

て
も
（
個
人
経
営
の
農
業
、
水
産
業
で
労
働
者
数
5

人
未
満
の
場
合
、
個
人
経
営
の
林
業
で
労
働
者
を
常

時
に
は
使
用
し
な
い
場
合
を
除
く
）、
労
働
保
険
に
加

入
の
上
、
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
全
額
が
事
業
主
負
担
で
す
。

（
１
）
業
務
災
害

　

で
は
労
災
が
適
用
さ
れ
る
業
務
災
害
と
通
勤
災
害

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

業
務
災
害
と
は
、
労
働
者
が
就
業
中
に
業
務
が
原

因
と
な
っ
て
被
っ
た
負
傷
、
疾
病
ま
た
は
死
亡
を
指
し

ま
す
。
例
え
ば
、
工
場
で
機
械
に
指
を
は
さ
ま
れ
た
、

工
事
現
場
で
作
業
中
に
ケ
ガ
を
し
た
、
書
類
を
運
ん

で
い
る
途
中
に
階
段
を
踏
み
外
し
て
足
の
骨
を
折
っ

た
、
出
張
中
に
交
通
事
故
に
遭
っ
た
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
業
務
と
災
害
の

間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
災
害
、
す
な
わ
ち
、
業

務
起
因
性
が
認
め
ら
れ
る
災
害
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
一
方
、
業
務
中
に
発
生
し
た
災
害
で
あ
っ
て
も
、

例
え
ば
昼
休
み
中
に
散
歩
の
た
め
に
外
出
し
て
ケ
ガ

を
し
た
な
ど
、
業
務
起
因
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
労
災
保
険
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

疾
病
に
つ
い
て
は
、
業
務
と
の
間
に
相
当
因
果
関

係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
労
災
保
険
給
付
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
工
場
の
ラ
イ
ン
作
業
に
従
事

し
て
い
る
人
の
腰
痛
や
、
残
業
が
続
い
て
い
る
人
の
心

筋
梗
塞
な
ど
、
労
災
の
適
用
に
な
る
か
ど
う
か
判
断

が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
業
務
上
の

疾
病
と
認
め
ら
れ
る
に
は
、
次
の
3
要
件
が
満
た
さ

れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
労
働
の
場
に
有
害
因
子
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

・
健
康
障
害
を
起
こ
し
う
る
ほ
ど
の
有
害
因
子
に
さ

ら
さ
れ
た
こ
と

・
発
症
の
経
過
お
よ
び
病
態
が
医
学
的
に
み
て
妥
当
で

あ
る
こ
と

（
２
）
通
勤
災
害

　

通
勤
災
害
で
は
、
労
働
者
の
通
勤
に
よ
る
負
傷
、

疾
病
、
障
害
ま
た
は
死
亡
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
こ
で
決
め
ら
れ
て
い
る
「
通
勤
」
と
は
、
労

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
転
機
で
役
に
立
つ
、
生
活
設
計
に
お
け
る
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
も
、
時
間
を
み
つ
け
て
、
将
来
を

見
据
え
た
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
回
は
労
災
保
険
が
ど
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
適
用

さ
れ
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
給
付
を
受
け
ら
れ
る
の
か
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
給
付
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
手
続
き
と
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

【
労
災
保
険
】
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労
災
保
険
と
は

参考資料：�労災保険情報センター　http://www.rousai-ric.or.jp/
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働
者
が
就
業
に
あ
た
っ
て

・
住
居
と
就
業
の
場
所
と
の
間
の
往
復

・
就
業
の
場
所
か
ら
他
の
就
業
の
場
所
へ
の
移
動

・
単
身
赴
任
先
住
居
と
帰
省
先
住
居
と
の
間
の
移
動

を
、
合
理
的
な
経
路
お
よ
び
方
法
で
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
帰
宅
の
途
中
で
私
用
で
寄
り
道
を
し
た

り
、
飲
酒
に
よ
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
な
ど
、
移
動
の

経
路
を
逸
脱
し
た
り
中
断
し
た
場
合
に
は
「
通
勤
」

と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
（
一
部
の
例
外
を
除
く
）。

　

保
険
給
付
の
種
類
に
は
、
療
養
（
補
償
）
給
付
、

休
業
（
補
償
）
給
付
、
障
害
（
補
償
）
給
付
、
遺
族

（
補
償
）
給
付
、
葬
祭
料
（
葬
祭
給
付
）、
傷
病
（
補

償
）
年
金
、
介
護
（
補
償
）
給
付
お
よ
び
二
次
健
康

診
断
等
給
付
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
保
険
給
付
を
補
足

す
る
も
の
と
し
て
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
で
あ
る
特

別
支
給
金
が
あ
り
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　

で
は
実
際
の
給
付
の
請
求
手
続
き
は
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
業
務
上
の
ケ
ガ
な
ど
で
医
療
機
関
を
受

診
す
る
際
に
は
、
健
康
保
険
証
を
窓
口
で
提
出
す
る

の
で
は
な
く
、
労
災
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
の
よ
う
に
健
康
保
険
証
を
提

示
し
何
も
告
げ
な
い
と
、
労
災
保
険
の
給
付
が
受
け

ら
れ
ず
健
康
保
険
証
で
処
理
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
注

保
険
給
付
の
種
類

具
体
的
な
給
付
の
手
続
き
と
ポ
イ
ン
ト

意
し
ま
し
ょ
う
。も
し
健
康
保
険
証
で
料
金
を
支
払
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
健
康
保
険
組
合
に
取
消
し
の
申

請
を
し
、
労
災
保
険
へ
の
切
り
替
え
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

労
災
指
定
医
療
機
関
や
労
災
病
院
で
あ
れ
ば
、
ス

ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
運
び
や
す
い
の
で
、
職
場
周
辺
の

労
災
指
定
医
療
機
関
な
ど
を
勤
務
先
の
総
務
の
担
当

者
な
ど
に
確
認
し
て
受
診
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
労
災
指
定
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し

た
場
合
は
、
そ
の
病
院
を
通
じ
て
、
労
災
指
定
医
療

機
関
な
ど
以
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
直

接
、
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
長
へ
療
養
の
請
求
書

を
提
出
し
ま
す
。
業
務
災
害
と
通
勤
災
害
と
で
も

提
出
す
る
書
類
は
変
わ
り
ま
す
。
勤
務
先
の
総
務

担
当
な
ど
に
確
認
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
請
求
に
見

合
っ
た
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（※１）業務上災害による傷病に必要な給付を「療養補償給付」といい、通勤災害による傷病に必要な給付を「療養給付」といい
ます。これらを合わせて「療養（補償）給付」といいます。「休業（補償）給付」などについても同様です。 （※２）「療養の給付」
とは、療養の現物給付、すなわち労災病院または労災指定医療機関などで被災労働者に無料で療養の給付を行うことです。この
場合、被災労働者は無料で療養を受けられ、療養に要した費用は直接医療機関などに支給されます。 （※３）「療養の費用の支給」
とは、療養の費用の現金給付、すなわち労災病院または労災指定医療機関以外の医療機関などで療養した場合、療養に要した費
用全額を被災労働者が支払うことになりますが、その相当額を被災労働者に現金で支給することです。 （※４）「治ったとき」とは、
傷病の症状が安定し、医学上一般に認められた医療を行ってもその医療効果が期待できなくなったときをいいます。これを「治ゆ」
といいますが、必ずしも元の身体状態に回復した場合だけをいうものではありません。

労災保険給付の種類

保険給付の種類 支給事由

療養（補償）
給付※１

療養の給付
※２

業務災害または通勤災害による傷病について、労災病院または労災指定
医療機関などで療養する場合

療養の費用
の支給※３

業務災害または通勤災害による傷病について、労災病院または労災指定
医療機関以外の医療機関等で療養する場合

休業（補償）給付 業務災害または通勤災害による傷病に係る療養のため労働することが
できず、賃金を受けられない日が4日以上に及ぶ場合

障害（補償）
給付

障害（補償）
年金

業務災害または通勤災害による傷病が治ったとき※４に、障害等級第1級
から第7級までに該当する障害が残った場合

障害（補償）
一時金

業務災害または通勤災害による傷病が治ったときに、障害等級第8級か
ら第14級までに該当する障害が残った場合

遺族（補償）
給付

遺族（補償）
年金

業務災害または通勤災害により死亡した場合（法律上死亡とみなされる場合、
死亡と推定される場合を含む）

遺族（補償）
一時金

１．遺族（補償）年金を受け取る遺族がいない場合 
２．�遺族（補償）年金の受給者が失権し、他に遺族（補償）年金を受けるこ
とができる遺族がいない場合で、すでに支給された年金の合計額が
給付基礎日額の1000日分に満たないとき 

葬祭料（葬祭給付） 業務災害または通勤災害により死亡した方の葬祭を行う場合

傷病（補償）年金
業務災害または通勤災害による傷病が、1年6カ月を経過した日、または
同日以後において治っておらず、傷病による障害の程度が傷病等級に該
当する場合

介護（補償）給付 障害（補償）年金または傷病（補償）年金の受給者で、介護を要する場合

二次健康診断等給付

事業主の行う健康診断等のうち直近のもの（一次健康診断）において、次
のいずれにも該当する場合 
１．�検査を受けた労働者が、血圧測定、血中脂質検査、血糖検査、腹囲の検
査またはBMI(肥満度)の測定の全ての検査において異常の所見があ
ると診断されていること 

２．脳血管疾患または心臓疾患の症状を有していないと認められること
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